
と消費者をつなぐ中核市場
です。ものづくりが盛んな地
域のため意外に思われるかも
しれませんが、愛知県は、全
国でも指折りの農業生産額
を誇る農業県。中でも花の
出荷額は60年連 続で全国
１位です。県内の渥美半島
は菊の一大産地であり、温
室で電照栽培された輪菊は
一級品として全国へ出荷されています。

同市場は切り花・鉢物ともに取り扱う総
合市場で、年間約1億2,000万本を超える
取扱高があり、特に主体の切り花部門で
は、全国ランキングで5位となっています。
移転前は名古屋市中区大須の松原地区に

あり、市街 地のためト
ラックによる騒音や照
明の問題が懸念されて
きましたが、夜間や早
朝の搬入作業も安心し
てできるようになりまし
た。また名古屋港の東
側、船見インターすぐの

場所にあるため交通アクセスが良く、市街
地から離れた港湾地区へ移転したメリット
は大きいそうです。またひとつ、名古屋港
の魅力を見つけられてうれしいです。

建物の外観は、緩いカーブを描く大きな
ガラス窓が印象的です。玄関を入ると、ま
だ一本も花が見えない場所から甘く華やか
な香りが漂い、花が大好きな私は一瞬でと
きめきました。

施設内を巡る前に、まずは花の流通の
仕組みについて、開設者の愛知名港花き卸
売事業協同組合副理事長であり、同市場

の卸売業者であ
る株式会社名港
フラワーブリッジ
代表取締役専務
の細野時久さん
にお話を伺いま
した。同市場内
では、卸売業者１社と仲卸業者11社が営
業しています。卸売業者である名港フラ
ワーブリッジは、生産者やJAなど出荷者か
ら品物を集荷し、セリや相対取引を通じて
仲卸業者や生花店などの買受人に販売す
るのが役割です。卸売で取引されるのは
ケース単位で、100本、200本など大ロット
ですが、仲卸業者が卸売業者から購入し
た花を小分けにして販売しており、小規模
の花屋でも多品種を必要な量だけ仕入れ
られる仕組みになっています。

花の業界は一般的に青果や食肉に比べ
て流通量の増減が激しく、年に数回「物日」
と呼ばれる時期に合わせて繁忙期がやって
きます。正月、母の日、盆、彼岸などが物日
にあたりますが、中でも取材で訪れた年末
は書き入れ時で、ピーク時の取扱量は1日
で約250万本、普段の2～3倍にもなるとい
います。正月向けの「松市」「千両市」も開
かれ、当日は松のみ、千両のみが取引され
ます。私は学生のころに花屋でアルバイト
をした経験があり、お話を伺いながら当時
の店長が「これは松市で買った松だよ」

「千両市に行くから」などと話していたのを
ふと思い出しました。

　

続いて、同協同組合事務局長の中野幹
雄さんと主査の佐藤新一さんに、施設内を
ご案内いただきました。2階のデッキから卸
売場内を一望しながら花の入庫後の流れ
を教えていただきました。

同市場では、商品の入庫から仕分け、出
庫まで一体化した自動搬送設備が導入され
ています。トラックが到着すると商品は5つあ
る入庫ラインから搬入され、「横箱」に入って
いる切り花はコンベヤーに載せて自動ラック
部分で保管されます。自動ラック部分で
6,240ケース、コンベヤーラック部分で1,440
ケース格納可能です。取引後、購入者が

決まると自動で顧客別に仕分けされて搬出さ
れます。一貫したロボット作業により作業効
率向上を実現しただけではなく、人的ミス軽
減にもつながっています。中部地方で唯一
導入されているシステムで、大量の花き取引
には欠かせません。設備はこの地域の自動
車系工場などでも導入されているものと聞き、
技術の応用の幅広さに感嘆しました。

また自動化と合わせてデジタル化も進ん
でおり、花の箱にはバーコードラベルを
貼って生産者情報や花の種類、色、長さ、
等級を一元管理しています。購入された商
品の検品もバーコードで行い迅速かつ正確

に行われていました。
このほか、場内は鮮度保持のため全館

空 調で定 温管 理されており、コールド
チェーンシステムを確立し品質管理が徹底
されていました。

次にいよいよ、セリが行われるオークショ
ン会場の見学です。場内には専用端末のあ
る座席が360席あり、後方からもよく見える
ように階段状になっています。セリと言うと
鮮魚市場の様子はテレビなどで見たことが
ありますが、生花のセリの風景は全く違うも
のでした。

前方には商品の並ぶレーンが8つあり、
セリ人は次々に流れてくる花を手早く箱から
出して買受人に見せていきます。見学した日
はポインセチアやシクラメン、胡蝶蘭やシン
ビジュームなどクリスマスやお正月を彩る
花々が多く出品されていました。ハロウィー
ン前には巨大なカボチャなどもセリに出され
ると知り、ぜひ見てみたいと思いました。鉢

物の取扱日には時期によってハーブ苗や猫
草、イチゴや柑橘系の苗木もあるそうです。

買受人は花の状態とともに上部の大型モ
ニターで等級や入荷量、生産者などを確認
します。複数の商品のセリが同時に進行し
ていくため買い手側が大変なように感じまし
たが、花の品種ごとに流れてくるレーンが決
まっており、生産者情報などから事前にあ
る程度目星をつけて参加されている方が多
いとおっしゃっていました。

セリにもさまざまな方式があり、同市場は
生花市場としては全国初の「価格入力によ
るセリ上げ方式」を採用。この方式は購入
を希望する口数と価格を入力していくもの
で、価格を決めるのが難しそうに感じまし
たが、卸売業者が示すガイド価格を参考に
値決めされるケースが多いといいます。セリ
というと言葉の響きからヒリヒリする駆け引
きを想像してしまいますが、信頼関係で成

り立つ部分もあると知り、セリに対するイ
メージが変わりました。またライブオーク
ションも導入されているので、現地に行かな
くても自宅や店舗などからセリに参加できま
す。オンラインで最大5,000人が同時に参
加できるという規模の大きさには驚きです。
場内にいながら自身のタブレット端末を
使って参加する買受人もいるそうで、自身の
スタイルに合わせて希望の花を購入できる
メリットは大きいと感じました。

市場のセリには買受人として承認を受け
た業者の方しか参加できませんが、同市場
では一般向けのイベントが定期的に開催さ
れています。春と夏に単独で開催する花市
場開放日や秋には隣接する食肉市場と合
同で開催する食肉・花き市場まつりがあり
ます。いずれも新鮮な花をお得に買えた
り、模擬セリに参加できたり、フラワーアレ
ンジの制作体験ができたりするそうです。
市場に入場できる貴重な機会で楽しく場内
の雰囲気を味わうことができるため大変人
気の催しだそうです。近年は新型コロナウ
イルス感染症の影響でこうした催しは残念
ながら中止が続いていますが、今年は場内
で一般の来場客の笑い声がたくさん聞けれ
ばうれしいですね。

花の業界に対する新型コロナウイルス感
染症の影響は流通量にも表れており、冠婚
葬祭の需要が激減するなど大きな打撃とな
りました。昨年からはブライダル関連の需
要は戻りつつあるそうですが、葬儀関連は
家族葬へとスタイルが移り変わったことで
必要とされる花の種類や数も以前とは変わ
りました。私もコロナ禍に入ってから冠婚葬
祭それぞれに参列する機会がありました
が、おっしゃる通りに変化を実感しました。
とはいえ、花は今も昔も心を癒してくれるも
の。喜びも悲しみも、どんなシーンでも私た
ちの心に寄り添ってくれる大切な存在であ
ることは変わりません。

市場で働く方々は毎日のように仕事で花
に触れ合いますが、ご自宅でもよく花を飾っ
て楽しまれているそうです。特に新品種や
珍しい品種は、特徴や管理方法、花持ちの
良さを知らないとお客さまにお勧めできない
ため購入されることが多いようです。私も花
屋で働いていた当時に同様の経験があり、
とても共感しました。お客さまからは時々

「いつでもきれいなお花がたくさん見られ
ていいね」と言われますが、やはり売り場で
扱うのと、自宅で眺めるのとは気分も見え
方も違うものです。

昨今、全国的に花の出荷量
や購入金額は少しずつ減少して
おり、同市場としては、花の需要拡
大に向けた活動にも取り組んでいるそ
うです。例えば、近年広まってきているフラ
ワーバレンタイン（2月14日）やローズの日

（6月2日）をさらに周知するため、のぼりや
ポスターなどで積極的にPRしています。愛
知県はバラの生産も盛んで、同市場ではバ
ラだけで200～300品種も取り扱いがあるそ
うです。取材時には珍しい輸入物のバラの
箱も見つけ、小さく開けられた窓からのぞく
ととても美しいバラがありました。県内や中
部圏内を中心に、ときにこうして海外からも
高品質な生花が名古屋港に集められ、取引
を経て消費地まで運ばれていくということ
が、どれだけ大変なことかと思うと、1本1本
の花に対して愛おしい感情が沸き上がって
きました。

今回のリポート取材では、私がアミティ・
スタッフとして活動する名古屋港エリアで、
大好きな花の物流について学ぶことができ
とてもうれしく思います。花束やフラワー
アレンジメントなどは大切な方への特別な
贈り物にも最適ですが、花は日常の暮らし
に少し取り入れるだけでも気持ちを明るくし
てくれるもの。花瓶などなくても、1～2本の
切り花をガラスのコップに入れるだけでも
十分です。そしてその際に、産地から市
場、花屋を経て、わが家にやってくるまでの
ルートに思いを馳せてみると、いつもとは
違った豊かな気持ちで花を愛でることが
できるのではないでしょうか。

本誌読者の皆さまならよくご存じかと思い
ますが、名古屋港は、総取扱貨物量日本一

の港です。日本列島のおおよそ中央
に位置する愛知県は高速道路も

充実しており、名古屋港や中部
国際空港への貨物の運搬も便
利で、関東・関西方面や近隣
の県などへの物流にも強みの

ある地域です。
今回取材した愛知名港花き地

方卸売市場は、2010年3月31日に5
社が統合して移転オープンしました。敷地
面積は約46,000㎡、中部圏全域の生産者
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の雰囲気を味わうことができるため大変人
気の催しだそうです。近年は新型コロナウ
イルス感染症の影響でこうした催しは残念
ながら中止が続いていますが、今年は場内
で一般の来場客の笑い声がたくさん聞けれ
ばうれしいですね。

花の業界に対する新型コロナウイルス感
染症の影響は流通量にも表れており、冠婚
葬祭の需要が激減するなど大きな打撃とな
りました。昨年からはブライダル関連の需
要は戻りつつあるそうですが、葬儀関連は
家族葬へとスタイルが移り変わったことで
必要とされる花の種類や数も以前とは変わ
りました。私もコロナ禍に入ってから冠婚葬
祭それぞれに参列する機会がありました
が、おっしゃる通りに変化を実感しました。
とはいえ、花は今も昔も心を癒してくれるも
の。喜びも悲しみも、どんなシーンでも私た
ちの心に寄り添ってくれる大切な存在であ
ることは変わりません。

市場で働く方々は毎日のように仕事で花
に触れ合いますが、ご自宅でもよく花を飾っ
て楽しまれているそうです。特に新品種や
珍しい品種は、特徴や管理方法、花持ちの
良さを知らないとお客さまにお勧めできない
ため購入されることが多いようです。私も花
屋で働いていた当時に同様の経験があり、
とても共感しました。お客さまからは時々

「いつでもきれいなお花がたくさん見られ
ていいね」と言われますが、やはり売り場で
扱うのと、自宅で眺めるのとは気分も見え
方も違うものです。

昨今、全国的に花の出荷量
や購入金額は少しずつ減少して
おり、同市場としては、花の需要拡
大に向けた活動にも取り組んでいるそ
うです。例えば、近年広まってきているフラ
ワーバレンタイン（2月14日）やローズの日

（6月2日）をさらに周知するため、のぼりや
ポスターなどで積極的にPRしています。愛
知県はバラの生産も盛んで、同市場ではバ
ラだけで200～300品種も取り扱いがあるそ
うです。取材時には珍しい輸入物のバラの
箱も見つけ、小さく開けられた窓からのぞく
ととても美しいバラがありました。県内や中
部圏内を中心に、ときにこうして海外からも
高品質な生花が名古屋港に集められ、取引
を経て消費地まで運ばれていくということ
が、どれだけ大変なことかと思うと、1本1本
の花に対して愛おしい感情が沸き上がって
きました。

今回のリポート取材では、私がアミティ・
スタッフとして活動する名古屋港エリアで、
大好きな花の物流について学ぶことができ
とてもうれしく思います。花束やフラワー
アレンジメントなどは大切な方への特別な
贈り物にも最適ですが、花は日常の暮らし
に少し取り入れるだけでも気持ちを明るくし
てくれるもの。花瓶などなくても、1～2本の
切り花をガラスのコップに入れるだけでも
十分です。そしてその際に、産地から市
場、花屋を経て、わが家にやってくるまでの
ルートに思いを馳せてみると、いつもとは
違った豊かな気持ちで花を愛でることが
できるのではないでしょうか。
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本誌読者の皆さまならよくご存じかと思い
ますが、名古屋港は、総取扱貨物量日本一

の港です。日本列島のおおよそ中央
に位置する愛知県は高速道路も

充実しており、名古屋港や中部
国際空港への貨物の運搬も便
利で、関東・関西方面や近隣
の県などへの物流にも強みの

ある地域です。
今回取材した愛知名港花き地

方卸売市場は、2010年3月31日に5
社が統合して移転オープンしました。敷地
面積は約46,000㎡、中部圏全域の生産者
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▲案内してくださった中野事務局長（左）と佐藤主査（中央）

▲資材等もそろいます

▲季節にあわせていろいろなものが集まります

▲2階から見た卸売場内の様子

▲コンベヤーに載せてラックに運ばれる横箱 ▲作業効率化のためロボットによる作業を導入 ▲徹底した温度管理のもと保管されています

▲セリの様子

▲切り花を見せるセリ人

▲小分けにして販売する仲卸業者 ▲定期的に季節の花き等を展示 ▲花見本の展示

市場の自動化とデジタル化

全国初導入のセリ方式

市場をもっと身近に

花で、暮らしに彩りをプラス

▲説明してくださった細野副理事長

も の び


